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更
新

の
講
義
内
容

08『
古
今
和
歌
集
』
の
注
釈
書
『
古
今
集
註
』

―
京
都
大
学
附
屬
図
書
館
蔵
『
古
今
集
註
』
に
ま
な
ぶ
―

萩
原

義
雄

は
じ
め
に

延
喜
五
年
（
九
〇
五
）
に
成
っ
た
本
邦
初
の
勅
撰
和
歌
集
、
こ
の
歌
集
の
編
者
そ
し
て
こ
の
企
て
を
目
論
ん
だ
人
の
こ
と
を
後

の
注
釈
書
は
ど
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
か
を
こ
こ
で
考
え
て
み
よ
う
。
鎌
倉
時
代
の
歌
学
の
家
を
中
心
に
こ
の
勅
撰
和
歌
集
の
研

究
が
推
進
さ
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
『
古
今
和
歌
集
』
の
注
釈
書
類
の
写
本
は
、
凡
そ
数
百
種
に
及
ん
で
い
る
。
こ
の
な
か
で
、
今
回

は
京
都
大
学
図
書
館
所
蔵
の
『古
今
集
註
』に
つ
い
て
こ
こ
で
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

書
誌
に
つ
い
て

こ
の
資
料
は
、
表
紙
題
箋
に
「
古
今
和
歌
集
上
」
「
古
今
和
歌
集
下
」
と
あ
っ
て
、
上
下
二
冊
の
粘
葉
装
に
て
改
装
・
菱
垣
地
車

文
利
休
茶
色
裂
表
紙
、
金
箔
型
押
紙
見
返
、
本
文
料
紙
・
斐
紙
で
、
一
六
・
五
×
一
三
・○

押
界
（
界
高
一
四
・
二
）
八
行
の
写

本
で
、
冒
頭
に
「古
今
和
歌
集
者
延
喜
聖
代
詔
四
人
哥
仙
被
摂
之
所
謂
大
内
記
紀
友
則
御
書
所
領
紀
貫
之
前
甲
斐
少
目
凢
河

内
躬
恒
右
衛
門
府
生
壬
生
忠
岑
是
也
。
其
内
貫
之
専
奉
之
仍
貫
之
自
筆
集
ア
リ
。
故
合
三
本
ナ
リ
。
ミ
カ
ト
后
宮
ニ
タ
テ
マ
ツ

ル
二
本
ナ
リ
。
イ
ヱ
ニ
ト
ヽ
ム
ル
一
本
コ
レ
ヲ
ツ
タ
エ
テ
輔
仁
親
王
モ
チ
タ
マ
エ
リ
ケ
リ
。
ソ
ノ
ヽ
チ
花
薗
左
大
臣
有
仁
コ
ノ
本
ヲ
讃
岐

院
御
在
位
時
タ
テ
マ
ツ
リ
タ
マ
エ
リ
。
書
冩
之
執
筆
教
長
ナ
リ
。
一
両
本
有
之
故
に
今
不
忘
失
今
遁
世
後
不
審
之
事
等
注
置
之

故

人
之
在
世
不
能
無
為
思
盧
易
遷
哀
樂
相
變
感
生
於
志
詠
形
於
言
是
以
逸
者
其
詞
樂
怨
者
其
吟
悲
可
以
述
懐
可
以
發

憤
動
天
地
感
鬼
神
化
人
倫
和
夫
婦
莫
宜
於
和
哥

コ
ノ
ウ
タ
ア
メ
ツ
チ
ノ
ヒ
ラ
ケ
ハ
シ
マ
リ
ケ
ル
ト
キ
ヨ
リ
イ
テ
キ
タ
リ
。
…
…
」

と
記
載
さ
れ
、
奥
書
に
、

「本
云

本
記
云

治
承
元
年
九
月
十
二
日
謁
教
長
入
道
親
受
訓
説
訖
／
仁
治
二
年
卯
月
廿
六
日
書
冩
訖
」〔序
文
〕

「本
云

本
記
云

治
承
元
年
九
月
十
二
日
屈
請
教
長
入
道
叟
欝
蒙
事
」〔
卷
二
〕

「本
云

本
記
云

治
承
元
年
九
月
十
三
日
相
遇
教
長
入
道
沙
汰
了
／
仁
治
二
年
五
月
三
日
書
冩
畢
」〔
卷
第
六
〕

「本
云

本
記
云

治
承
元
年
九
月
十
四
日
招
教
長
入
道
決
不
審
等
事
／
仁
治
二
年
六
月
六
日
書
冩
畢
」〔
卷
第
十
〕

「
本
云

本
記
云

治
承
元
年
九
月
廿
三
日
相
遇
教
長
入
道
沙
汰
了
／
仁
治
二
年
七
月
廿
三
日
於
燈
下
亥
尅
許
書
冩
了
」

〔
卷
第
十
六
〕

「
此
這
紙
安
楽
園
御
筆
也
。
而
不
被
事
終
歟
。
此
夲
若
自
御
室
邊
出
歟
。
有
所
持
之
仁
者
尋
之
可
書
繼
哉
／
和
哥
浦
末
葉

［
花
押
］」

と
書
冩
者
の
名
前
が
最
後
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
基
づ
き
整
理
す
る
に
、
藤
原
教
長
撰
、
伝
二
條
師
忠
筆
の
仁
治
二
（
一
二
四
一
）
年
の
書
写
の
欠
本
（
卷
十
六
、
卷
十

七
末
か
ら
卷
二
十
が
欠
卷
）
資
料
で
あ
る
。
資
料
所
蔵
の
京
都
大
学
附
屬
図
書
館
の
こ
の
書
の
解
題
に
は
、

「十
二
世
紀
頃
ま
で
の
古
注
、
十
二
～
十
七
世
紀
頃
ま
で
の
旧
注
、
十
八
世
紀
～
十
九
世
紀
頃
ま
で
の
新
注
、
そ
れ
以
降
の
現
代

注
と
大
別
さ
れ
る
。
古
注
は
主
に
仮
名
序
に
対
す
る
注
で
、
旧
注
は
さ
ら
に
鎌
倉
半
ば
ま
で
の
前
期
、
室
町
半
ば
ま
で
の
中
期
、

江
戸
初
期
ま
で
の
後
期
に
分
け
ら
れ
る
。
前
期
旧
注
に
は
源
俊
頼
撰
『
俊
頼
髄
脳
』、
藤
原
清
輔
撰
『
奥
儀
抄
』
の
よ
う
な
歌
論
書

に
お
け
る
注
釈
と
、
歌
集
の
一
部
を
取
り
上
げ
て
注
を
加
え
た
も
の
と
が
あ
り
、
後
者
の
中
に
本
書
、
藤
原
教
長
の
『
古
今
集
注
』

や
顕
昭
の
『古
今
集
註
』が
あ
げ
ら
れ
る
。



本
書
の
こ
と
は
顕
昭
の
『
古
今
集
註
』
に
も
引
か
れ
、
そ
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
長
い
間
佚
書
と
な
っ
て
い
た
。
某
華
族
の

家
に
蔵
さ
れ
て
い
た
と
い
う
本
書
は
そ
の
後
、
横
浜
の
閻
魔
庵
岡
本
氏
の
書
庫
を
経
て
本
学
の
有
に
帰
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書

に
は
随
應
に
よ
る
書
写
者
・
二
条
師
忠
と
の
極
め
が
添
え
ら
れ
て
い
る
が
真
偽
は
わ
か
ら
な
い
。
」

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
文
は
片
仮
名
と
漢
字
を
以
て
記
載
す
る
の
だ
が
、
卷
第
十
五0

2
b0
5
2

の
「兵
衛
〔
藤
原
隆
経
朝
臣
の
む
す

め
〕
」
の
哥
か
ら0

2
b
0
5
6

、02
b
5
8

か
ら0

2
b
0
6
2

ま
で
平
仮
名
表
記
が
用
い
ら
れ
た
り
し
て
い
て
、
元
は
平
仮
名
書
き
で
あ
っ
た
の
を

カ
タ
カ
ナ
に
直
し
て
書
冩
し
た
可
能
性
を
窺
わ
す
よ
う
な
資
料
体
裁
で
も
あ
る
。

本
文
内
容

さ
て
、
実
際
の
本
文
内
容
に
つ
い
て
み
る
に
、
卷
第
二
、
卷
第
十
三
、
戀
歌
三
と
卷
第
十
七
な
ど
の
一
部
分
の
箇
所
を
見
て
み

る
こ
と
に
す
る
。

卷
第
二

春
哥
下

雲
林
院
ニ
テ
桜
ノ
花
ヲ
ヨ
メ
ル

077

承
均
法
師

イ
サ
ヽ
ク
ラ
ワ
レ
モ
チ
リ
ケ
ン
イ
ト
サ
カ
リ

ア
リ
ナ
ル
人
ニ
ウ
キ
メ
ミ
エ
ナ
ム

ヒ
イ

コ
レ
ハ
サ
ク
ラ
ノ
イ
ト
メ
テ
タ
ク
サ
カ
リ
ナ
ル
ツ
井
ニ
カ
ク
テ
モ
ア
ラ
シ
。
ウ
キ
メ
モ
ソ
人
ニ
ミ
ユ
ル
ヤ
ク
ア
シ
チ
リ
ナ
ン
ト
ヨ
メ
リ
盛
者
必

滅
乃
理
ヲ
ヨ
メ
ル
ナ
リ
。

こ
の
歌
の
第
三
句
に
着
目
し
て
見
る
に
、
こ
こ
で
は
「
い
と
さ
か
り
」と
あ
る
が
、
こ
れ
を
「ひ
と
さ
か
り
」と
す
る
古
冩
本
と
の
異

同
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

「い
と
さ
か
り
」…
高
野
切
・
雅
経
本
・
家
長
（
清
輔
）本
・
前
田
（清

輔
）本
・穗
久
邇
文
庫
（清
輔
）本
・
天
理
（
顯
昭
）本
・
伏
見
（
顯
昭
）本
等
の
六
條
家
系
統
。

「ひ
と
さ
か
り
」
…
私
稿
本
・
亀
山
切
・
基
俊
本
・筋
切
本
・元
永
本

・
雅
俗
山
庄
本
・
嘉
禄
二
年
（
時
雨
亭
）
本
・
貞
応
二
年
（
時
雨
亭
）本
・
永
暦
本
・
建
久
本
・
寂
恵
本
等
の

俊
成
・
定
家
の
御
子
左
家
系
統
。

と
云
っ
た
二
系
統
に
大
別
さ
れ
て
い
る
。
顯
昭
『
古
今
註
』
（
續
々
群
書
類
從
）
に
、
「
此
歌
在
素
性
集
、
又
普
通
本
ニ
ハ
、
ヒ
ト
サ
カ

リ
ト
ア
リ
」
と
記
載
さ
れ
、
こ
の
普
通
は
前
田
本
・
天
理
本
に
本
文
傍
ら
記
載
の
「
普
通
ハ
ひ
と
さ
か
り
」
の
書
込
み
と
共
通
す
る

こ
と
が
ら
で
、
御
子
左
家
系
統
の
証
本
を
指
示
す
る
注
記
で
あ
ろ
う
。
御
子
左
家
の
定
家
は
、
こ
の
点
を
ど
う
言
及
し
て
き
た
か

で
あ
る
が
、
定
家
自
筆
嘉
禄
二
年
（
時
雨
亭
）本
や
『僻
案
抄
』
（日
本
歌
学
大
系
）の
「こ
れ
を
い
と
さ
か
り
と
、
い
文
字
か
き
た
が

へ
た
る
本
を
見
つ
け
て
、
最
と
釋
す
る
説
、
不
可
用
。
物
か
き
う
つ
す
と
て
、
あ
ら
ぬ
僻
文
字
ど
も
か
き
け
る
物
の
、
こ
と
や
う
の

手
な
る
草
子
を
、
貫
之
が
自
筆
と
い
ひ
て
、
人
す
か
し
け
る
物
を
も
て
な
し
い
ひ
い
で
た
る
、
い
た
づ
ら
事
也
」
と
強
く
糾
弾
し
て

「ひ
と
さ
か
り
」を
正
統
派
に
押
し
上
げ
た
の
で
あ
る
。
爾
来
、
注
釈
類
は
こ
ぞ
っ
て
、

此
歌
イ
ト
サ
カ
リ
ト
ヨ
ム
説
有
ト
云
リ
。
当
流
不
用
義
也
。
一
盛
也
。
（
『古
今
集
延
五
記
』）

い
と
さ
か
り
と
貫
之
自
筆
の
本
に
有
と
云
。
僻
事
也
。
ひ
と
さ
か
り
を
用
也
…
。
（
『
蓮
心
院
殿
古
今
集
註
』）

と
こ
の
箇
所
を
記
述
し
、
歌
学
の
主
流
で
あ
る
定
家
指
示
に
靡
い
て
い
る
。
中
世
許
多
の
注
釈
書
類
が
書
写
さ
れ
、
詞
書
き
や
歌

詞
の
異
な
り
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
る
も
の
の
、
写
本
間
に
お
け
る
文
字
の
異
同
に
つ
い
て
の
是
非
を
論
じ
た
資
料
を
見
な
い
こ
と

を
今
の
研
究
者
は
ど
う
見
る
の
か
が
今
後
の
研
究
課
題
で
も
あ
ろ
う
。
遠
藤
邦
基
氏
（
国
語
国
文
「
古
今
和
歌
集
古
写
本
の
異

文
」
）
は
、
こ
の
記
述
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
分
析
さ
れ
、
そ
の
一
つ
に
転
呼
音
に
よ
る
書
き
換
え
意
識
（
轉
呼
音
は
原
則
的
に
表



記
し
な
い
と
い
う
規
範
的
表
記
意
識
の
影
響
で
、
表
記
面
で
は
「
誤
っ
た
回
帰
」
が
生
じ
、
語
頭
・
語
中
尾
を
問
わ
ず
ワ
（
ア
）
行
の

仮
名
を
ハ
行
で
表
記
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
）を
提
示
さ
れ
た
。

こ
れ
と
同
様
の
仮
名
表
記
の
異
同
の
歌
が
同
じ
く
卷
第
二
に
見
え
る
の
で
併
せ
て
検
討
さ
れ
た
い
。

ヤ
マ
フ
キ
ハ
ア
ヤ
ナ
ヽ
サ
キ
ソ
ハ
ナ
ミ
ン
ト

ウ
ヱ
ケ
ン
キ
ミ
カ
コ
ヨ
ヒ
コ
ナ
ク
ニ

ウ
ヱ
ヲ
キ
シ
人
モ
コ
ヌ
ニ
ヨ
シ
ナ
シ
ヤ
マ
フ
キ
サ
カ
テ
ア
リ
ナ
ン
。
ト
ク
子
ル
ナ
リ
。
コ
ヨ
ヒ
ト
ヨ
メ
ル
ハ
コ
ヒ
ノ
心
ナ
ル
ヘ
シ
。

卷
第
十
三

戀
歌
三

ヤ
ヨ
ヒ
ノ
ツ
イ
タ
チ
ニ
シ
ノ
ヒ
ニ
人
ニ
モ
ノ
ヲ
イ
ヒ
テ
ノ
チ
ア
メ
ノ
ソ
ホ
フ
リ
ケ
ル
ニ
ヨ
ミ
テ
ツ
カ
ハ
シ
ケ
ル
。

在
原
業
平
朝
臣

ヲ
キ
モ
せ
爪
子
モ
せ
テ
ヨ
ル
ソ
ア
カ
シ
テ
ハ

ハ
ル
ノ
シ
ノ
ヒ
ノ
ナ
カ
メ
ク
ラ
シ
ツ

616コ
ト
ハ
ニ
人
ニ
モ
ノ
ヲ
イ
ヒ
テ
ノ
チ
ア
メ
ノ
ソ
ホ
フ
リ
ケ
ル
ニ
ヨ
ミ
テ
ツ
カ
ハ
シ
ケ
ル
ト
ハ
ヘ
ル
モ
ノ
ラ
ハ
コ
ト
ヽ
モ
ト
イ
フ
。
近
代
消
息
ノ
コ
ト
ハ

ナ
ン
ト
ニ
ソ
真
名
ニ
カ
キ
ハ
ヘ
ル
ヲ
ム
カ
シ
ハ
カ
ク
カ
ケ
コ
ト
ハ
ニ
モ
ツ
カ
ヘ
リ
。
イ
せ
モ
ノ
カ
タ
リ
ニ
ハ
コ
レ
ノ
ミ
ナ
ラ
爪
ヲ
ホ
ク
ハ
ヘ
リ
。
マ
タ
道

風
カ
ヲ
ン
ナ
ノ
モ
ト
ニ
ツ
カ
ハ
せ
ル
フ
ミ
ニ
イ
マ
ユ
フ
サ
リ
マ
イ
リ
コ
ン
。
ク
ハ
シ
キ
コ
ト
ヲ
ハ
マ
ノ
ア
タ
リ
ニ
ナ
ソ
モ
ト
カ
キ
タ
リ
。
カ
ク
コ
ハ
／

＼
シ
キ
コ
ト
ヲ
カ
ケ
ル
ナ
リ
。
ウ
タ
ニ
ヲ
キ
モ
せ
爪
子
モ
せ
テ
ト
ヨ
メ
ル
。
ヨ
ル
モ
コ
ヒ
シ
サ
ニ
ヌ
ル
コ
ト
モ
ナ
ク
マ
タ
ヲ
キ
タ
リ
ト
モ
ナ
ク
テ

ア
カ
シ
ツ
ト
ヨ
メ
リ
。
ナ
カ
ア
メ
ハ
ヽ
ル
フ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
ナ
カ
メ
ク
ラ
シ
ツ
ト
ワ
カ
コ
ヒ
ニ
ナ
カ
ム
ト
イ
フ
コ
ト
ヲ
カ
ケ
テ
ヨ
メ
ル
ナ
リ
。

卷
第
十
七

業
平
朝
臣

ヲ
ホ
ハ
ラ
ヤ
ヲ
シ
ヲ
ノ
山
モ
ケ
フ
コ
ソ
ハ

カ
ミ
ヨ
ノ
コ
ト
モ
ヲ
モ
ヒ
シ
ル
ラ
メ

871二
条

ノ

后
藤
氏
［
去
平
濁
］
ニ
テ
ヲ
ハ
シ
マ
爪
カ
大
原
野
ハ
氏
神
ニ
テ
マ
イ
リ
タ
マ
ヘ
レ
ハ
先
祖
ヲ
ヽ
モ
ヒ
テ
キ
タ
リ
タ
マ
ヘ
ル
ト
ソ
神
モ
ヲ
ホ

シ

シ
メ
爪
ラ
メ
ム
ト
ヨ
メ
ル
ナ
リ
。

詞
書

寛
平
御
時
ニ
ウ
ヘ
ノ
サ
フ
ラ
ニ
ハ
ヘ
リ
ケ
ル
ヲ
ノ
コ
ト
モ
カ
メ
ヲ
モ
タ
せ
テ
キ
サ
イ
ノ
ミ
ヤ
ノ
ヲ
ホ
ン
カ
タ
ニ
ヲ
ホ
ミ
キ
ノ
ヲ
ロ
シ

873キ
コ
エ
ニ
タ
テ
マ
ツ
レ
タ
リ
ケ
レ
ハ

ヲ
ホ
ミ
キ
ト
ハ
サ
ケ
ヲ
イ
フ
。
サ
イ
ハ
ラ
ニ
モ
ヲ
ホ
ミ
キ
マ
イ
レ
マ
エ
ト
シ
メ
ト
ウ
タ
ヘ
リ
。
マ
イ
ラ
せ
ヨ
ト
イ
フ
ナ
リ
。
コ
レ
ハ
后
宮
ニ
ハ
造
酒

司
日
々
酒
ヲ
マ
イ
ラ
爪
。
ソ
ノ
ヲ
ロ
シ
マ
ウ
シ
ニ
殿
上
人
カ
メ
ヲ
サ
ケ
イ
レ
ム
タ
メ
ニ
タ
テ
マ
ツ
リ
ケ
ル
ヲ
ヲ
マ
ハ
テ
ト
リ
イ
テ
ヽ
蔵
人
ト

モ
ワ
ラ
ヒ
ケ
リ
ト
イ
ヘ
リ
。
蔵
人
ハ
女
蔵
人
ナ
リ
。
ウ
チ
ニ
モ
八
人
ハ
ヘ
リ
。
后
宮
ニ
モ
ハ
ヘ
ル
也
。

イ
ケ
ニ
ツ
キ
ノ
ミ
エ
ハ
ヘ
リ
ケ
ル
ヲ
ヨ
メ
ル

紀
貫
之

881

フ
タ
ツ
ナ
キ
モ
ノ
ト
ヲ
モ
ヒ
シ
ヲ
ミ
ナ
ソ
コ
ニ

ヤ
マ
ノ
ハ
ナ
ラ
テ
イ
ツ
ル
ツ
キ
カ
ナケ

ヤ
マ
ノ
ハ
ニ
ツ
キ
ハ
イ
ツ
ト
ヲ
モ
フ
ニ
ミ
ツ
ノ
ソ
コ
ヨ
リ
モ
イ
ツ
ル
ハ
フ
タ
ツ
月
ノ
ア
ル
カ
ト
ウ
タ
カ
ヘ
ル
ナ
リ
。
文
章
ノ
ナ
ラ
ヒ
カ
ク
ノ
コ
ト
シ
。

タ
イ
シ
ラ
爪

ヨ
ミ
人
シ
ラ
爪

883

ア
マ
カ
ハ
ク
モ
ノ
ミ
ヲ
キ
テ
ハ
ヤ
ケ
レ
ハ

ヒ
カ
リ
ト
ヽ
メ
爪
ツ
キ
ソ
ナ
カ
ル
ヽ

ニ

ク
モ
ノ
ミ
ヲ
ト
ハ
ナ
カ
ト
イ
フ
ナ
リ
。
カ
ハ
ノ
ナ
カ
ツ
モ
イ
フ
サ
レ
ハ
ヽ
ヤ
キ
ニ
ヨ
リ
テ
ツ
キ
モ
ト
ヽ
マ
ラ
爪
カ
タ
フ
キ
ヌ
ト
ナ
リ
。

詞
書

惟
喬
ノ
ミ
コ
ノ
狩
シ
テ
ケ
ル
ト
モ
ニ
マ
カ
リ
テ
ヤ
ト
リ
ニ
カ
ヘ
リ
テ
ヨ
ヒ
ト
ヨ
サ
ケ
ヲ
ノ
ミ
モ
ノ
カ
タ
リ
ヲ
シ
ケ
ル
ニ
ト
ウ
カ
ア

ニ

883マ
リ
ヒ
ト
ヒ
ノ
ツ
キ
ト
カ
ケ
リ
。

コ
レ
ハ
終
夜
酒
ノ
ミ
語
ヲ
シ
ケ
ル
ニ
十
一
日
ノ
月
イ
リ
ナ
ン
ト
シ
ケ
ル
ト
イ
ヘ
リ
。

詞
書

タ
ム
ラ
ノ
ミ
カ
ト
ノ
御
時
齋
院
ニ
ハ
ヘ
ル
リ
ケ
ル
ア
ヒ
タ
キ
ラ
ケ
キ
ミ
コ
ノ
ハ
ヽ
ア
ヤ
マ
リ
ア
リ
ト
テ
ト
カ
ケ
リ
。

884田
邑
ハ
文
德
天
皇
ナ
リ
。
齋
院
明
子
内
親
王
ヲ
ハ
ヽ
夫
ア
リ
ナ
ト
イ
ヒ
テ
改
ム
ト
シ
ケ
ル
ナ
リ
。
ソ
乃
コ
ト
僻
事
ニ
テ
ト
イ
フ
ナ
リ
。

と
云
う
も
の
で
あ
っ
て
、
哥
に
つ
い
て
は
哥
の
排
列
順
に
記
述
が
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
、
部
分
抄
出
す
る
形
式
で
こ
の
注
釈

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
な
か
に
は
、
哥
は
掲
載
せ
ず
に
詞
書
き
だ
け
を
示
し
、
こ
れ
に
注
記
す
る
と
こ
ろ
も
見
え
て
い

る
。
そ
し
て
、
漢
字
表
記
で
示
す
こ
と
ば
は
、
こ
こ
で
は
極
力
避
け
て
い
る
こ
と
も
伺
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
漢
字
表
記
の
文
字
の
な



か
に
は
、
そ
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
示
す
例
が
僅
か
な
が
ら
存
在
す
る
。
「
能
有
［
平
上
］
」2b

0
4
1

、
「
稲
葉
［
入
入
濁
］
」2b

0
5
5

、
「
凶
服

ヨ
シ
ア
リ

イ

ナ

ハ

ク

フ

ク

［
上
入
濁
］
」2b0

6
0

、
「石
上
［
去
入
］
」2b0

6
9

、
「藤
氏
［
去
平
濁
］
」2b0

7
0

。

イ
ソ
ノ
カ
ミ

典
拠
書
名
と
引
用
句
一
覧

序
文日

本
紀
。
毛
詩0

1
7

。
奥
義
抄01

8

。
万
葉
集0

34

。
古
今
和
歌
集03

4

。

記

卷
第
一

菅
三
品
ノ
詩
「
望
山
出
月
於
蔵
影
聴
砌
飛
泉
轉
信
聲
」05

4
。不

空
羂
索
一
卷
ノ
経
「
利
益
ノ
不
思
議
ヲ
ト
ク
」0

5
6

。

卷
第
二

万
葉
集06

2

。
拾
遺
抄0

64

。

卷
第
十

万
葉
集1

10

。

卷
第
十
三

順
カ
和
名2

b
02

1

。

○
せ
ウ
ソ
コ
ハ
消
息
ナ
リ
。
コ
レ
ヲ
ハ
順
カ
和
名
ニ
ユ
キ
カ
ヘ
ル
ト
ヨ
メ
ル
ト

ナ
ム
。

『
和
名
類
聚
抄
』
源
順
撰
に
は
、
こ
れ
に
該
当
す
る
卷
第
、
部
門
が

定
か
で
な
い
。

近
代
消
息2

b
02
4

。
イ
セ
モ
ノ
カ
タ
リ
。
古
今
戀
哥2

b
02

6

。
後
撰2

b
02

6

。

卷
第
十
五

摩
訶
止
觀
「
踟
躕
降
而
嘉
事
」049

。
西
宮
記
「
凶
服
」060

。

ク

フ

ク

■
資
料
影
印
・
翻
刻
（単
行
書
）

片
桐
洋
一
『
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題

・

・

上
下
・

・

・

』,

赤
尾
照
文
堂,19

7
1

・10

～1
98

7

・6

1

2

3

4

5

6

巻
：
「為
家
古
今
序
抄
」
「
三
秘
抄
古
今
聞
書
」
「
明
疑
抄
」

1
巻
：
「古
今
和
歌
集
序
聞
書
三
流
抄
」
「
伝
頓
阿
作
古
今
序
注
」
「
弘
安
十
年
本
古
今
集
歌
注
」

2



巻
：
「六
巻
抄
」「
両
度
聞
書
」

3
巻
：
「
蓮
心
院
殿
説
古
今
集
注
」

4
巻
：
「
宮
内
庁
書
陵
部
本
古
今
集
抄
」
「古
今
和
歌
集
灌
頂
口
伝
」
「
玉
伝
神
秘
巻
」

5

佐
佐
木
信
綱
・久
曽
神
昇
・
編
『
日
本
歌
学
大
系

・

・

・
別

・
別

』,

風
間
書
房,19

5
6

・1

～1
98

1

・11

4

8

9

4

5

巻
：
「玉
伝
集
和
歌
最
頂
」
「
神
秘
九
章
」
「
阿
古
根
浦
口
伝
」

4
巻
：
「
古
今
和
歌
集
正
義
総
論
」

8
巻
：
「
古
今
集
正
義
総
論
補
注
」
「
古
今
集
正
義
序
注
追
考
」
「
古
今
集
正
義
総
論
補
注
論
・
同
弁
」

9別

巻
：
「
古
今
集
序
注
」
「
古
今
集
注
」

4
別

巻
：
「
顕
注
密
勘
抄
」
「
僻
案
抄
」

5

新
井
栄
蔵
・
編
『曼
殊
院
蔵
古
今
伝
授
資
料

～

』,

汲
古
書
院,19

9
0

・12

～1
99

2

・6

1

7

巻
：
「
古
注
上
」
「古
今
秘
注
鈔
」

1
巻
：
「
古
今
秘
抄
」
「
玉
伝
神
秘
巻
」「
古
今
灌
頂
巻
」
「和
歌
灌
頂
次
第
秘
密
抄
」
「和
歌
秘
事
并
序
」「
古
今
秘
聴
抄
」

2
巻
：
「古
今
集
聞
書
（
六
巻
抄
）
」

3
巻
：
「古
今
鈔
」

4
巻
：
「
古
今
集
聞
書
（清
書
本
）
」
「古
今
序
聞
書
」

5
巻
：
「
難
波
津
泰
訊
抄
」
「或
聞
書
中
有
所
存
抜
書
」

6
巻
：
「
口
伝
」

7

竹
岡
正
夫,

『
古
今
和
歌
集
全
評
釈

上
・
下
』,

右
文
書
院,1

9
76

・11

古
注
を
７
種
集
成
翻
刻
。
清
輔
本
『古
今
集
』
勘
物
、
『
〔
教
長
〕
古
今
集
注
』『
顕
注
密
勘
』
寂
恵
本
『
古
今
集
』
勘
物

『
両
度
聞
書
』
『
栄
雅
抄
』
を
翻
刻
。
な
お
、
『
〔
顕
昭
〕
古
今
集
注
』
を
し
て
翻
刻
さ
れ
る
も
の
は
『
〔
顕
昭
〕
古
今
集
注
』
で
は

な
い
。

片
桐
洋
一,

『
古
今
和
歌
集
全
評
釈

上
・
中
・
下
』,

講
談
社,1

99
8

・2

古
注
釈
の
項
目
を
立
て
、
数
種
の
古
注
釈
を
引
用
。

赤
羽
淑
・
解
題,

『
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
古
典
叢
書

古
今
私
秘
聞
』,

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
古
典
叢
書
刊
行

会,1
97

0

・5

正
宗
家
蔵
『
古
今
私
秘
聞
』
（
兼
載
→
兼
純
）を
翻
刻
。

『
京
都
大
学
国
語
国
文
資
料
叢
書

古
今
序
注

曼
殊
院
蔵
』,

臨
川
書
店,1

97
7

・12

2

『
京
都
大
学
国
語
国
文
資
料
叢
書

古
今
集
抄

京
都
大
学
蔵
』,

臨
川
書
店,19

8
0

・4

19

『
京
都
大
学
国
語
国
文
資
料
叢
書

古
今
集
註

京
都
大
学
蔵
』,

臨
川
書
店,19

8
4

・11

48

『
京
都
大
学
国
語
国
文
資
料
叢
書

古
今
切
紙
集

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
』,

臨
川
書
店,1

9
83

・11

40

『天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部

平
安
時
代
歌
論
集
』,

八
木
書
店,1

9
77

・5

35

「
僻
案
抄
」

『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部

和
歌
物
語
古
註
集
』,

八
木
書
店,19

7
9

・7

43

「
古
今
集
註
」

『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部

和
歌
物
語
古
註
続
集
』,

八
木
書
店,19

8
2

・11

58

「古
今
問
答
」

『
早
稲
田
大
学
蔵
資
料
影
印
叢
書
国
書
篇

中
世
歌
書
集
』,

早
稲
田
大
学
出
版
部,1

9
87

・6

7

「
三
鈔
」
「
古
今
集
注
」
「
古
今
相
伝
人
数
分
量
」
「
古
今
伝
授
書
」
「
古
今
集
注
」
「
古
今
伝
受
書
」

『
早
稲
田
大
学
蔵
資
料
影
印
叢
書
国
書
篇

中
世
歌
書
集

』,

早
稲
田
大
学
出
版
部,1

9
89

・12

18

2

「
僻
案
集
」
「
古
今
和
歌
集
灌
頂
口
伝
」

『
細
川
家
永
青
文
庫
叢
刊

歌
論
集
』,

汲
古
書
院,1

98
4

・1

9

「
三
抄
秘
（
古
今
集
聞
書
・
後
撰
集
聞
書
・
拾
遺
集
聞
書
）
」



『
東
京
大
学
国
語
研
究
室
資
料
叢
書

古
今
和
歌
集
注
抄
出
・
古
今
和
歌
集
聞
書
』,

汲
古
書
院,1

9
85

・9

9

赤
羽
淑
・
解
題,

『
ノ
―
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
古
典
叢
書

―

古
今
和
歌
集
聞
書
』,

福
武
書
店,1

97
8

・7

・9

2

14

秋
永
一
枝
・
田
辺
佳
代
・
編,

『古
今
集
延
五
記

天
理
図
書
館
蔵
』,

笠
間
書
院,1

97
8

・8

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
堯
恵
自
筆
『延
五
記
』
を
翻
刻
。

久
保
田
淳
・
解
説,
『
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊

顕
註
密
勘
』,

日
本
古
典
文
学
会,1

98
7

・9

22

中
央
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
顕
注
密
勘
』
を
影
印
。

徳
江
元
正
・
編,

『
古
今
和
歌
集
三
條
抄
』,

三
弥
井
書
店,19

9
0

・10

『東
海
大
学
蔵
桃
園
文
庫
影
印
叢
書

六
親
』,

東
海
大
学
出
版
会,19

9
2

・7

10

白
山
芳
太
郎,

『
神
道
大
系
論
説
編

』,

神
道
大
系
編
纂
会,1

99
2

・12
19

北
畠
親
房
注
を
翻
刻
。

『
古
今
集
古
注
釈
大
成

古
今
和
歌
余
材
抄
・
古
今
集
註
・
古
今
秘
註
抄
』,

日
本
図
書
セ
ン
タ
―,1

97
8

・12

片
桐
洋
一
・
編,

『初
雁
文
庫
本

古
今
和
歌
集
教
端
抄

～

』,19
7
9

・7

～1
1

1

5

『北
村
季
吟
古
註
釈
集
成

八
代
集
抄1

』,

新
典
社,1

97
9

・4

25

『
北
村
季
吟
古
註
釈
集
成

八
代
集
抄2

』,

新
典
社,1

97
9

・5

26

『
北
村
季
吟
古
註
釈
集
成
別

古
今
集
序
抄
』,

新
典
社,19

8
0

・11

2

滝
沢
貞
夫
・
編,

『
古
今
和
歌
集
正
義

復
刻
版
』,

勉
誠
社,1

9
78

・12

竹
岡
正
夫
・
編,

『古
今
和
歌
集
正
義
講
稿
』,

勉
誠
社,1

9
8
4

・9

耕
雲
聞
書
研
究
会,

『
古
今
集
古
注
釈
書
集
成

耕
雲
聞
書
』,

笠
間
書
院,19

9
5

・2

伝
心
抄
研
究
会,

『
古
今
集
古
注
釈
書
集
成

伝
心
抄
』,

笠
間
書
院,1

9
96

・2

田
野
慎
二
・
山
崎
真
克,

『
冷
泉
持
為
注

古
今
抄
（
広
島
大
学
蔵
）
上
・
下
』,

私
家
版,19

9
6

・5

～1
9
97

・3

片
桐
洋
一,

『関
西
大
学
図
書
館
影
印
叢
書

古
今
序
聞
書
』,

関
西
大
学
出
版
部,1

99
7

・1

1

深
津
睦
夫,

『
古
今
集
古
注
釈
書
集
成

浄
弁
注

内
閣
文
庫
本
古
今
和
歌
集
注
』,

笠
間
書
院,19

9
8

・3

片
桐
洋
一,

『毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注
』,

八
木
書
店,19

9
8

・10

■
研
究
書
（
単
行
書
）

飯
田
季
治,

『
和
歌
秘
傳
鈔
』,

大
鐙
閣,1

9
22

・5

（諸
版
あ
る
）

松
田
武
夫,

『
勅
撰
和
歌
集
の
研
究
』,

日
本
電
報
通
信
社,1

94
4

・11

片
桐
洋
一,

『
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題1

・2

・3

・4

・5

・6

』,

赤
尾
照
文
堂,1

9
7
1

・10

～19
8
7

・6

横
井
金
男,

『古
今
伝
授
の
史
的
研
究
』,

臨
川
書
店,19

8
0

・2

横
井
金
男
・新
井
栄
蔵
編,

『古
今
集
の
世
界
伝
授
と
享
受
』,

世
界
思
想
社,19

8
6

・2

横
井
金
男,

「
歌
学
伝
授
史
総
論
」

赤
瀬
知
子,

「
初
期
の
古
今
集
注
釈
と
和
歌
の
家
の
展
開
―
院
政
期
か
ら
鎌
倉
期
―
」

深
津
睦
夫,

「宗
匠
家
説
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
注
釈
―
南
北
朝
期
―
」

武
井
和
人,

「
〈
混
沌
〉
の
時
代
―
室
町
前
期
―
」

小
高
道
子,

「
東
常
縁
か
ら
細
川
幽
斎
へ
―
室
町
後
期
Ⅰ
・
宗
祇
系
―
」

山
本
登
朗,

「
堯
恵
流
古
今
説
の
方
法
と
展
開
―
室
町
後
期
Ⅱ
―
」

小
高
道
子,

「細
川
幽
斎
か
ら
後
西
院
へ―
近
世
Ⅰ
・
堂
上
派
（
御
所
系
）
」

日
下
幸
男,

「
地
下
一
流
の
古
今
伝
授
―
近
世
Ⅱ
・
堂
上
派
（
地
下
系
）
」

三
輪
正
胤,

「
秘
書
の
成
立
に
関
わ
る
問
題
」

菅
野
洋
一,

「
歌
学
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
の
古
今
伝
授
」

新
井
栄
蔵,

「古
今
伝
授
研
究
手
引
―
ま
と
め
に
か
え
て
―
」

武
井
和
人,

『
一
条
兼
良
の
書
誌
的
研
究
』,

桜
楓
社,19

8
7

・4

武
井
和
人,

『
中
世
和
歌
の
文
献
学
的
研
究
』,

笠
間
書
院,19

8
9

・7



片
桐
洋
一,

『
古
今
和
歌
集
の
研
究
』,

明
治
書
院,19

9
1

・11

三
輪
正
胤,
『
歌
学
秘
伝
の
研
究
』,

風
間
書
房,1

9
94

・3

平
安
文
学
論
究
会
・
編,

『講
座
平
安
文
学
論
究1

0

』
風
間
書
房,19

9
4

・12

牧
野
和
夫,
「注
釈
書
の
基
層
」

竹
下
豊,

「平
安
後
期
の
万
葉
研
究
」

浅
見
緑,

「古
今
和
歌
集
の
享
受
に
お
け
る
文
保
二
年
為
定
本
」

小
川
豊
生,

「
＜
あ
や
し
の
歌
詠
み
＞
た
ち
の
空
間
」

山
本
登
朗,

「義
と
心
」

中
哲
裕,

「
寛
弘
年
間
道
長
の
道
心
と
源
氏
物
語
」

加
藤
洋
介,

「
河
内
本
本
文
の
成
立
」

提
康
夫,

「
道
慶
『
湖
月
抄
中
ノ
和
歌
集
』
に
関
す
る
考
察
」

黒
田
彰,

「
源
平
盛
衰
記
難
語
考
」

武
井
和
人,

「何
故
書
写
者
は
奥
書
を
記
さ
な
か
っ
た
の
か
」

蔵
中
し
の
ぶ,

「輪
廻
転
生
す
る
王
の
子
の
物
語
」

近
本
謙
介,

「
談
義
注
釈
と
物
語
」

海
野
圭
介,

「
平
安
文
学
研
究
・
注
釈
史
参
考
文
献
目
録
」

渡
辺
泰
明
・
編,

『
日
本
文
学
を
読
み
か
え
る
４

秘
儀
と
し
て
の
和
歌
―
行
為
と
場
』,

有
精
堂,1

9
95

・11

宮
川
葉
子,

『
三
条
西
実
隆
と
古
典
学
』,

風
間
書
房,19

9
5

・12

西
村
加
代
子,

『
平
安
後
期
歌
学
の
研
究
』,

和
泉
書
院,1

9
97

・9

綿
抜
豊
昭,

『
近
世
前
期
猪
苗
代
家
の
研
究

』,

新
典
社,1

9
98

・04

日
下
幸
男,

『
近
世
古
今
伝
授
史
の
研
究
地
下
篇
』,

新
典
社,19

9
8

・10

武
井
和
人,

『
中
世
古
典
学
の
文
献
学
的
研
究
』,

勉
誠
出
版,1

9
9
9

・1

川
上
新
一
郎,

『
六
条
藤
家
歌
学
の
研
究
』,

汲
古
書
院,1

99
9

・8

武
井
和
人,

「
室
町
後
期
に
成
立
し
た
古
今
集
古
注
釈
書
の
書
誌
的
研
究
―
宗
祇
流
古
注
を
中
心
に
―
」,
平
成

年
度
～
平
成

10

年
度
科
学
研
究
費
補
助
金(

基
盤
研
究)

研
究
成
果
報
告
書
（課
題
番
号1

06
1
04

1
8

）,20
0
0

・3

11

(C)

武
井
和
人,

『
一
条
兼
良
の
書
誌
的
研
究

増
訂
版
』
お
う
ふ
う,2

0
00

・11

平
安
文
学
論
究
会
・
編,

『講
座
平
安
文
学
論
究

』
風
間
書
房,2
00

1

・2

15

佐
藤
明
浩,

「『
和
歌
初
学
抄
』
物
名
「
稲
」の
窓
か
ら
」

浅
田
徹,

「
近
代
秀
歌
と
詠
歌
大
概
」

今
井
明,

「
忘
却
と
諳
誦
そ
し
て
忽
忘
」

中
村
文,

「
清
輔
の
歌
評
態
度
」

武
井
和
人,

「一
条
家
歌
学
の
薄
暮
」

海
野
圭
介,

「
後
水
尾
院
の
古
今
伝
授
―
寛
文
四
年
の
伝
授
を
中
心
に
―
」

中
川
博
夫,

「
中
古
「
本
歌
取
」
言
説
史
試
論
」

日
比
野
浩
信,

「藤
原
清
輔
の
歌
学
書
の
古
筆
切
に
つ
い
て
」

小
林
強,

「
歌
論
・歌
学
書
の
古
筆
切
に
つ
い
て
」

小
山
憲
美,

「
平
安
鎌
倉
期
歌
論
参
考
文
献
目
録
」
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